
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮の原中学校の保健室では、擦り傷の処置にあまり消毒液は使用しません。なぜなら・・・下記にあるよ

うに、皆さんにはすでに人が持っている〝体のパワー″が備わっているからです。以前、ある整形外科

のＤr．が養護教諭の研修で、傷口の洗浄について講話をしてくださいました。内容を皆さんに紹介します。 

「水道水は、体に影響のない塩素で消毒されています。皆さんはそれを飲んでいるわけです。すなわち、

一番きれいで、安全な水とも言えます。その水道水で傷口を洗い流すことにより、傷口のバイキンが増える 

ことを防ぐことができます。」 

これを受けて、宮の原中学校の保健室では、洗浄を念入りに行い、それでも土や砂が落ちない場合や傷口

が大きい時、傷口の損傷が激しい時など、状況に応じて消毒をしたり、医療機関の受診を促したりしていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にもこんな時は消毒をしています。 

 

 

令和元年度 

宮の原中  

保健室 岡田 

９月９日は 

 さびたくぎが手のひらに刺さってしまいました。こういう時

は、すぐによく洗い、消毒をしてお家の人に連絡します。さび

たくぎや古い木くずが刺さると「破傷風（はしょうふう）」とい

うひどい病気にかかってしまうことがあるからです。 

9 月９日（月）に台風１５号が関東地方を直撃し、宇

都宮市の小中学校が臨時休業となりました。皆さんは自

宅でどのように過ごしましたか？台風の被害に遭わな

いように、家の周囲を片付けたり、物が飛ばないように

縛ったりするなど、お家の人の協力ができましたか？ 

 9 月１日は〝防災の日＂でした。もし、また大きな台

風がきたら・・・、家に一人でいるときに地震がきた

ら・・・。今だからこそ災害時に備えて、家族と話し合

いをしてみましょう。 



 

スポーツ障害って？                     

スポーツで一定の箇所
か し ょ

を使い過ぎたり、誤ったトレーニングを続けると、蓄積
ちくせき

したダメージから思わぬ故

障につながることがあります。これをスポーツ障害といいます。 

成長期は骨と筋肉のバランスがとりにくく、また骨にもろ箇所
か し ょ

があるため、特に起こりやすいのです。 

早期発見・早期治療で支障なくスポーツを続けられるかもしれません。 

 「休んだらレギュラーをおろされる」「サボっていると怒られる」そんな環境にしないように、みんなで

安全にスポーツを楽しめる雰囲気を作れると良いですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院で診断を受けても、病名だけでは自分の体が今ど

んな状況かわからない時はありませんか？解説を読ん

で自分の状況を知りましょう。同じような症状で悩んで

いる人は、一度「整形外科」を受診しましょう。なかな

か病院に行けなかった３年生はここが治し時！高校生

になってもケガを引きずらないように、体のメンテナン

スをしましょう。 


